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令和３年度 宇和島圏域定住自立圏共生ビジョン意見交換懇談会 

要 旨 

 

（１）宇和島圏域定住自立圏共生ビジョンの進捗報告について 
 

定住自立圏共生ビジョンにおける令和 2 年度の実績及び令和 3 度上半期の進捗状

況を資料１のとおりご報告するものです。 

   事前に設定した KPI により、全 20 事業の業績を４段階で評価。 

   A ⇒ 達成率 100％超、B ⇒ 75％以上、C ⇒ 75％未満、D ⇒ 未実施 

○ 令和 2 年度事業評価内訳 

 A：9 件、B：3 件、C：5 件、D：3 件（コロナの影響による中止） 

○ 令和 3 年度進捗状況 

完了：5 件、実施中：9 件、実施予定・検討中：3 件、中止：3 件 

（２）宇和島圏域定住自立圏共生ビジョンの変更について 
 

引用数値の変更に伴う修正、新規事業の追加及び既存事業の廃止(削除)を行うため、

資料２・３のとおり共生ビジョンを変更しようとするものです。 

 ○ 変更内容 

  Ⅰ 引用数値の修正 

    鬼北町人口ビジョンの変更に伴い、将来展望人口を資料２１ページのとおり修正。 
 

  Ⅱ 新規事業の追加 

事業名 ⑧ 成年後見制度利用促進事業 （ 資料２３ページ ） 

概要 

圏域の高齢者や障害のある方が、本人にとって最適な権利擁護支援を受け

られるよう、成年後見制度に関する二次相談や後見人活動の支援等を行う中

核機関を設置し、制度の利用促進及び適切な運用を図る。 

 

  Ⅲ 既存事業の廃止による削除 

事業名 ⑪ スポーツ合宿等誘致事業 （ 資料２３ページ ） 

概要 

宇和島圏域にあるスポーツ・文化施設等を有効に活用するとともに、自治

体や宿泊施設などの民間団体が互いに連携のうえ、高校・大学・実業団等の

スポーツ・文化合宿誘致の促進を図る。 

中止の 

理由 

事業実施主体である「宇和島・愛南スポーツ合宿等誘致活動推進協議会」

の解散によるもの。関西圏の高校・大学・団体等に営業をかけていたが、営

業先から宇和島市へ合宿がほぼ無く、市内ホテル廃業等による受入態勢縮小

もあり、検討の結果解散となった。 

本事業外での自治体同士の連携・情報共有等の協力体制は継続する。 
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（３）ご提案事項への対応・検討結果（事務局報告） 

昨年度、宇和島圏域定住自立圏共生ビジョン意見交換懇談会にていただいたご提案

事項への対応・検討結果をご報告いたします。 

年月 令和 2 年 2 月 

提案者 鬼北町長 

内容 闘牛の後継者育成について、観光資源として守っていくために、牛を育てる後

継者・勢子を確保していくための取組を圏域で検討してはどうか。 

報告 宇和島観光闘牛協会に登録されている闘牛頭数の減少から、定期闘牛大会の

開催が困難な状況となっているが、闘牛の飼育には十分な知識や飼育場所の確

保等が必要である。 

そのため、令和 3 年度より宇和島市において「適正な飼育が可能かつ闘牛大

会等への協力意欲がある方」を対象とした闘牛購入費の補助制度を創設し、闘

牛の導入支援を行っており、既に 6 頭の導入実績がある。 

本制度では協会の会員を優先的に補助対象としており、会員からの導入意向

もまだ途切れない状況であるが、将来的には協会が適当と判断した方も補助対

象にできる制度としているため、引き続き本制度による頭数確保・牛主確保に

取り組んでまいりたい。 

[宇和島市商工観光課] 

 

年月 令和 2 年 2 月 

提案者 松野町長 

内容 医師の確保について、圏域で連携して取り組んではどうか。 

報告 個々の病院・診療所の医師の確保については、立地や募集する診療科等が各々

異なることや、各市町が直接雇用すること等から、現在は個別に、愛媛県が運

営する「えひめドクターバンク」、愛媛県、愛媛大学医学部及び愛媛県医師会が

連携して行う医師の無料職業紹介事業「愛媛県プラチナドクターバンク」への

求人情報掲載を実施している。 

 圏域全体での医師の確保に関しては、各市町同士の情報共有や、医師会等の

関係機関とも協議・相談しながら方法を模索し、定住自立圏の枠組みで実施可

能なものがあれば、新規事業として提案してまいりたい。 

[宇和島市保険健康課] 

 


